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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第27期

第２四半期連結
累計期間

第28期
第２四半期連結
累計期間

第27期
第２四半期連結
会計期間

第28期
第２四半期連結
会計期間

第27期

会計期間

  自平成20年
  ４月１日
  至平成20年
  ９月30日

  自平成21年
  ４月１日
  至平成21年
  ９月30日

  自平成20年
  ７月１日
  至平成20年
  ９月30日

  自平成21年
  ７月１日
  至平成21年
  ９月30日

  自平成20年
  ４月１日
  至平成21年
  ３月31日

売上高（千円） 6,917,614    8,110,8154,325,609    4,524,630
    

15,718,365

経常利益（千円） 86,016   196,920 39,978    120,862   197,372

四半期（当期）純利益又は損失

(△)（千円）
36,648    112,742 10,054   72,164    △236,910

純資産額（千円） － － 3,700,064    3,519,899    3,407,360

総資産額（千円） － － 6,872,012    6,480,953    7,092,721

１株当たり純資産額（円） － － 746.19 721.34    690.50

１株当たり四半期（当期）純利益

又は損失(△)金額（円）
7.39     22.88 2.02 14.66    △47.87

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－     － －     －     －

自己資本比率（％） － － 53.8     54.3     48.0

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△108,499    289,411 － －     36,801

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△209,775    △276,321 － －    △260,724

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△84,386    △87,393 － －    △239,792

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 1,077,118    939,340    1,015,800

従業員数（人） － － 120     110     118

（注）１.当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。      

２.売上高には、消費税等は含まれておりません。  

３.潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　

　

　

３【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 110 (78)

（注）従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は当第２四半期連結会計期間平均雇用人員数（１日８時間換算）を（　

　）内に外書で記載しております。

　

　

(2）提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 81 (78)

（注）従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は当第２四半期会計期間平均雇用人員数（１日８時間換算）を（　　）

内に外書で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【仕入及び販売の状況】

（１）仕入実績

当第２四半期連結会計期間における商品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日） 前年同四半期比(%)

 主要商品 金額（千円）

 音楽映像ソフト     2,485,991     96.6

 コンシューマーゲーム     919,253     127.8

 関連商品     111,940     73.5

 その他     75,392     58.1

卸売事業計     3,592,578     100.5

小売事業計     91,929     104.7

合計     3,684,508     100.6

（注）　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

（２）販売実績

当第２四半期連結会計期間における商品販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日） 前年同四半期比(%)

 主要商品 金額（千円）

 音楽映像ソフト     3,016,768     100.0

 コンシューマーゲーム     957,425     125.0

 関連商品     224,062     126.0

 その他     173,996    80.3

卸売事業計     4,372,252     104.7

小売事業計     152,378     102.7

合計     4,524,630     104.6

　（注）１．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２．セグメント間の取引については相殺消去しております。

３．前第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売

実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

 ㈱ゲオサプライ 923,595 21.4     939,295     20.8

 　（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更

はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

、（１）業績の状況　

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、景気は持ち直し感があるものの、企業収益は大幅な減少が続き、

依然として厳しい状況にあります。個人消費は、新車販売台数の増加など一部持ち直しはあるものの、実質所得が減少

傾向にあることと雇用情勢の悪化などにより引き続き厳しい状況がつづきました。　

当社の事業領域のうち、映像ソフト市場におきましては、エコポイントの導入による薄型大画面テレビの普及促進

とともに、ブルーレイディスクの再生機能を持つゲーム機ＰＳ３がモデルチェンジに伴う価格引き下げによりその普

及が進んだことなどから、ブルーレイディスクに対応した映像ソフトの生産高は伸びたものの、ＤＶＤの生産高が前

年を下回り、全体としては厳しい状況で推移しました。　

音楽ソフト市場は、ビートルズのリマスターＣＤボックスの発売など、話題はあったものの、市場をリードするヒッ

ト作が少なく、ＣＤ市場、音楽配信市場ともに厳しい状況が続きました。

コンシューマーゲーム市場は、ＰＳ３本体のモデルチェンジによる価格引き下げにより、普及が進んだものの、携帯

型ゲーム機が伸び悩み、厳しい状況で推移しました。

このような環境のもと、当社は、音楽映像ソフト市場におけるシェアのさらなる拡大を図るべくレンタル用ＣＤの

卸売販売を主たる事業とする株式会社トライ（以下「トライ」）の株式の全部を平成21年６月16日付けで株式会社

星光堂（本社　東京都豊島区）から買い受け、子会社化いたしました。これにより、昨年７月に子会社化した株式会社

ハブ・ア・グッドを含め、当社グループ全体としてローコスト・マネジメントをより一層推進し、経営効率の向上に

努めました。

以上の結果、当社グループの当第２四半期連結会計期間の連結業績は、売上高が前年同期比4.6％増の4,524百万円

となり、営業利益は前年同期比3.24倍の120百万円、経常利益は前年同期比3.02倍の120百万円、当四半期純利益は前年

同期比7.18倍の72百万円となりました。

 

事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。　

①卸売事業

イ．音楽映像ソフト

当部門の売上高は、音楽ソフト市場が厳しい状況で推移するなか、当社が総販売元となって販売する映像ソフト

の拡販に注力したことと、平成21年６月に子会社化したトライの売上高が加わったことで、前年同期比100.0％の

3,016百万円となり、前年実績を維持することができました。

ロ．コンシューマーゲーム

当部門の売上高は、当社主力商品であるＰＳ３本体の価格引き下げ効果により、本体の販売台数とともにＰＳ３

対応ソフトの売上高も伸び、前年同期比25.0％増の957百万円となりました。

ハ．関連商品

当部門の売上高は、トライの子会社化に伴う取引店舗数の増加とＣＤ、ＤＶＤ等の傷を修復するディスク研磨機

の販売のほか、レンタル店における販売商品の開発・導入に注力したことから、前年同期比26.0％増の224百万円と

なりました。

ニ．その他

当部門の売上高は、ゲーム・映像ソフトメーカーの物流受託業務を行うＴＰＬ事業において、受託先が一部減少

したことから前年同期比19.7％減の173百万円となりました。

 

以上により、卸売事業全体の売上高は、前年同期比4.6％増の4,372百万円となり、営業利益は前年同期比44.1％増

の193百万円となりました。

 

②小売事業

当部門の売上高は、やや持ち直し、前年同期比2.7％増の152百万円となり、営業利益は前年同期比2.39倍の4百万円

となりました。
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（２）キャッシュ・フローの状況　

当第２四半期連結会計期間連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、税金等調整前四半期純利

益が143百万円となり、棚卸資産の減少に伴う資金の増加等があったものの、仕入債務の減少に伴う資金の減少によ

り、前年同四半期連結会計期間末に比べ137百万円減少した、939百万円になりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）　

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益143百万円に対し、仕入債務の減少額243百万

円及びその他負債の減少額79百万円による資金の減少があったものの、たな卸資産の減少額305百万円による資金

の増加があり、前年同四半期連結会計期間に比べ367百万円増加した、102百万円となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）　

投資活動によるキャッシュ・フローは、投資有価証券の売却に伴う収入が取得による支出より多かったことによ

り、前年同四半期連結会計期間に比べ197百万円増加した、12百万円となりました

（財務活動によるキャッシュ・フロー）　

財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済による支出21百万円と自己株式の取得による支出12百

万円により、前年同四半期連結会計期間に比べ95百万円増加した、37百万円の支出となりました。

 

この結果、当第２四半期連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物の残高は、増加額においては前

年同四半期連結会計期間より多くなったものの、現金及び現金同等物の期首残高が少なかったことにより、前年同四

半期連結会計期間末に比べ137百万円減少した、939百万円となりました。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
（１）主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

（２）設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。　
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 21,030,000

計 21,030,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,257,950 5,257,950

㈱大阪証券取引所

(ニッポン・ニューマー

ケット「ヘラクレス」)

権利内容に何ら

限定のない当社

における標準と

なる株式であ

り、単元株式数

は1,000株であ

ります。

計 5,257,950 5,257,950 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年７月１日～

平成21年９月30日
－ 5,257,950 － 598,510 － 544,864
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（５）【大株主の状況】

 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

金岡　正光 名古屋市瑞穂区 1,693 32.2

有限会社ベイシック 名古屋市瑞穂区弥富町緑ヶ岡４－１　 523 9.9

杉山　正樹　 名古屋市昭和区　 338 6.4

金岡　由美　 名古屋市瑞穂区 285 5.4

金岡　昭光　 愛知県一宮市 187 3.5

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号　 142 2.7

竹田　和平 名古屋市天白区　 140 2.6

シーエスロジネット従業員持株会

　
名古屋市中川区舟戸町２－37 125 2.3

日本生命保険相互会社　 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 100 1.9

オカサン　インターナショナル　ア

ジア　アカウント　クライアント

（常任代理人　岡三証券株式会

社）　

UNIT NOS. 4601-3 46F. THE CENTER 99

QUEENS ROAD CENTRAL. HONG KONG（東京都

中央区日本橋１丁目17－６）　

60 1.1

計 － 3,595 68.3

　（注）１．上記のほか当社所有の自己株式378千株（7.1％）があります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】　

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － 　－

議決権制限株式（自己株式等） － － 　－

議決権制限株式（その他） － － 　－

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式普通株式 378,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,872,000 4,872 同上

単元未満株式 普通株式 7,950 － 同上

発行済株式総数 5,257,950 － －

総株主の議決権 － 4,872 －

　

②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社シーエ

スロジネット

名古屋市中川区舟

戸町２番37号
378,000 － 378,000 7.19

計 － 378,000 － 378,000 7.19

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成21年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 185 212 230 265 261 240

最低（円） 172 187 202 225 230 224

（注）最高・最低株価は、株式会社大阪証券取引所ニッポン・ニュー・マーケット「ヘラクレス」におけるも

のであります。

　

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。

EDINET提出書類

株式会社シーエスロジネット(E02939)

四半期報告書

10/25



第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期

間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期

連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１

日から平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から

平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る

四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第

２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、三優

監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,134,274 1,227,519

受取手形及び売掛金 1,773,946 2,072,265

有価証券 50,337 50,250

たな卸資産 ※2
 671,217

※2
 1,166,710

その他 150,289 73,579

貸倒引当金 △5,488 △6,297

流動資産合計 3,774,576 4,584,027

固定資産

有形固定資産 ※1
 504,361

※1
 510,128

無形固定資産 140,029 112,700

投資その他の資産

敷金及び保証金 910,874 788,851

その他 1,156,313 1,101,087

貸倒引当金 △5,202 △4,074

投資その他の資産合計 2,061,985 1,885,864

固定資産合計 2,706,377 2,508,693

資産合計 6,480,953 7,092,721

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,616,405 2,365,659

未払法人税等 123,740 48,990

賞与引当金 58,896 53,505

その他 278,734 278,168

流動負債合計 2,077,777 2,746,322

固定負債

長期借入金 428,166 478,018

退職給付引当金 32,959 34,167

役員退職慰労引当金 250,512 243,841

その他 171,637 183,012

固定負債合計 883,276 939,038

負債合計 2,961,054 3,685,361

純資産の部

株主資本

資本金 598,510 598,510

資本剰余金 545,000 545,000

利益剰余金 2,683,852 2,595,782

自己株式 △112,553 △99,628

株主資本合計 3,714,810 3,639,665

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 46,916 9,521

土地再評価差額金 △241,827 △241,827

評価・換算差額等合計 △194,910 △232,305

純資産合計 3,519,899 3,407,360

負債純資産合計 6,480,953 7,092,721
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 6,917,614 8,110,815

売上原価 6,057,980 7,116,167

売上総利益 859,633 994,648

販売費及び一般管理費 ※1
 775,866

※1
 802,244

営業利益 83,767 192,403

営業外収益

受取利息 7,325 4,570

その他 6,934 8,082

営業外収益合計 14,259 12,653

営業外費用

支払利息 4,471 5,070

有価証券売却損 7,142 －

為替差損 － 2,321

その他 396 744

営業外費用合計 12,010 8,136

経常利益 86,016 196,920

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,789 －

投資有価証券売却益 － 48,704

その他 － 1,625

特別利益合計 1,789 50,329

特別損失

投資有価証券評価損 12,465 25,813

その他 － 456

特別損失合計 12,465 26,270

税金等調整前四半期純利益 75,339 220,979

法人税、住民税及び事業税 17,861 116,160

法人税等調整額 20,830 △7,923

法人税等合計 38,691 108,236

四半期純利益 36,648 112,742
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 4,325,609 4,524,630

売上原価 3,829,258 3,989,545

売上総利益 496,351 535,084

販売費及び一般管理費 ※1
 459,185

※1
 414,783

営業利益 37,165 120,300

営業外収益

受取利息 3,740 2,565

その他 3,349 2,980

営業外収益合計 7,089 5,545

営業外費用

支払利息 3,833 2,483

為替差損 － 2,090

その他 443 409

営業外費用合計 4,276 4,983

経常利益 39,978 120,862

特別利益

投資有価証券売却益 － 48,704

その他 － 250

特別利益合計 － 48,954

特別損失

投資有価証券評価損 10,472 25,813

その他 － 355

特別損失合計 10,472 26,168

税金等調整前四半期純利益 29,506 143,648

法人税、住民税及び事業税 2,415 70,436

法人税等調整額 17,036 1,046

法人税等合計 19,451 71,483

四半期純利益 10,054 72,164
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 75,339 220,979

減価償却費 20,303 20,319

のれん償却額 19,546 10,058

投資有価証券評価損益（△は益） 12,465 25,813

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,151 △4,718

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 7,630 6,671

賞与引当金の増減額（△は減少） △3,406 4,327

投資有価証券売却損益（△は益） － △48,704

有価証券売却損益（△は益） 7,142 △718

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,340 △1,624

受取利息及び受取配当金 △9,263 △6,290

支払利息 4,471 5,070

為替差損益（△は益） △1,594 2,321

固定資産売却損益（△は益） － 26

固定資産除却損 － 430

売上債権の増減額（△は増加） 271,552 478,370

たな卸資産の増減額（△は増加） 275,525 554,489

その他の資産の増減額（△は増加） 139,292 △13,941

破産更生債権等の増減額（△は増加） △480 △544

仕入債務の増減額（△は減少） △781,066 △889,548

未払消費税等の増減額（△は減少） △4,192 22,639

その他の負債の増減額（△は減少） △19,573 △48,097

預り保証金の増減額（△は減少） 12,271 △12,941

差入保証金の増減額（△は増加） － 6,410

小計 26,775 330,797

利息及び配当金の受取額 8,523 6,540

利息の支払額 △4,503 △5,035

法人税等の支払額 △139,294 △42,891

営業活動によるキャッシュ・フロー △108,499 289,411

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △4,805 △7,802

定期預金の払戻による収入 － 24,500

有形固定資産の取得による支出 △12,209 △11,599

有形固定資産の売却による収入 － 1

長期前払費用の取得による支出 △713 △113

無形固定資産の取得による支出 △18,687 △24,099

有価証券の取得による支出 △49,860 －

投資有価証券の取得による支出 △46,886 △34,963

投資有価証券の売却による収入 90,668 21,089

貸付けによる支出 △150 △140

貸付金の回収による収入 460 470

敷金の回収による収入 2,002 562

敷金の差入による支出 △1,030 △75

投資その他の資産の増減額（△は増加） △10,694 △10,694

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△157,869 △233,455

投資活動によるキャッシュ・フロー △209,775 △276,321
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △520,000 －

長期借入れによる収入 600,000 －

長期借入金の返済による支出 △102,753 △49,852

自己株式の取得による支出 － △12,925

自己株式の売却による収入 117 －

配当金の支払額 △61,749 △24,616

財務活動によるキャッシュ・フロー △84,386 △87,393

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,594 △2,157

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △401,066 △76,460

現金及び現金同等物の期首残高 1,478,185 1,015,800

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,077,118

※1
 939,340
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

項目
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１．連結の範囲に関する事項の変更 (1）連結の範囲の変更

　　㈱トライの株式を取得したため、第１四半期連結会計期間より連結の範囲

に含めております。

 

　

 ２. 連結子会社の事業年度等に関する事

　項の変更　

(2) 変更後の連結子会社の数

４社

　　第１四半期連結会計期間より新たに連結子会社となった株式会社トラ

　イの決算日は６月15日であります。

　　四半期連結財務諸表の作成にあたっては、決算日の差異が３か月以内で

　あるため、子会社の平成21年９月15日現在の四半期財務諸表を使用してお

　ります。なお、四半期連結決算日との間に生じた重要な取引については、

　連結上、必要な調整を行っております。　

　

【表示方法の変更】

　当第２四半期連結累計期間

(自  平成21年４月１日

  至  平成21年９月30日)　

　　(四半期連結損益計算書)

 　前第２四半期連結累計期間まで区分掲記しておりました「貸倒引当金戻入額」(当第２四半期連結累計期間1,625千

　円)は、特別利益の総額の100分の20以下となったため、特別利益の「その他」に含めて表示しております。　

　

当第２四半期連結会計期間

(自  平成21年７月１日

　至  平成21年９月30日)　

　  (四半期連結貸借対照表)

　 前第２四半期連結会計期間において、区分掲記しておりました「のれん」(当第２四半期連結会計期間61,639千円)

  は、資産総額の100分の1以下となったため、当第２四半期連結会計期間より、無形固定資産に含めて表示しておりま

　す。

【簡便な会計処理】

 
 
 

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

一般債権の貸倒見積高の算定方法 当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定し

たものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績

率等を使用して貸倒見積高を算定しております。　

固定資産の減価償却費の算定方法 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の

額を期間按分する方法により算定しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、229,933千円であ

ります。

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、218,311千円であ

ります。

※２．たな卸資産の内訳は、次のとおりであります。 ※２. たな卸資産の内訳は、次のとおりであります。

商品及び製品     669,666千円

原材料及び貯蔵品　     1,550千円　

商品及び製品 1,165,387千円

原材料及び貯蔵品     1,322千円

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※１.販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は　

　　　

次のとおりであります。

※１.販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は　

　　　

次のとおりであります。

給与及び手当 246,871千円

賞与引当金繰入額 51,267千円

役員退職慰労引当金繰入額 7,630千円

退職給付費用 5,661千円

貸倒引当金繰入額 449千円

給与及び手当  259,364千円

賞与引当金繰入額    56,814千円

役員退職慰労引当金繰入額    7,455千円

退職給付費用     5,708千円

　     　　

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

※１.販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は　

　　　

　次のとおりであります。

※１.販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は　

　　　

　次のとおりであります。

給与及び手当 143,494千円

賞与引当金繰入額 32,340千円

役員退職慰労引当金繰入額 3,947千円

退職給付費用 3,913千円

貸倒引当金繰入額 702千円

給与及び手当   129,511千円

賞与引当金繰入額    28,427千円

役員退職慰労引当金繰入額    3,762千円

退職給付費用    2,593千円

　     　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※１.現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１.現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在）

 (千円)

現金及び預金勘定 1,308,141

預入期間が３ケ月を超える定期預金 △255,764

ＭＭＦ・ＭＲＦ・ＣＲＦ 24,741

現金及び現金同等物 1,077,118

（平成21年９月30日現在）

 (千円)

現金及び預金勘定     1,134,274

預入期間が３ケ月を超える定期預金     △245,272

ＭＭＦ・ＭＲＦ・ＣＲＦ     50,337

現金及び現金同等物     939,340
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　　　　　　　　　　　　　5,257千株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　　　　　　　　　　　　　  378千株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項ありません。

 

４．配当に関する事項

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月25日

定時株主総会
普通株式 24,673 5.00平成21年３月31日平成21年６月26日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】
前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）

 卸売事業
（千円）

小売事業
（千円） 計（千円） 消去又は全社

（千円） 連結（千円）

売上高      
（１）外部顧客に対する売上高 4,177,308148,3014,325,609 － 4,325,609
（２）セグメント間の内部売上高又
は振替高 － 48 48 (48) －

計 4,177,308148,3494,325,657 (48) 4,325,609
営業利益 108,311 1,789 110,101(72,935)37,165

当第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

 卸売事業
（千円）

小売事業
（千円） 計（千円） 消去又は全社

（千円） 連結（千円）

売上高      
（１）外部顧客に対する売上高    4,372,252   152,378   4,524,630   －     4,524,630
（２）セグメント間の内部売上高又
は振替高   －     101     101   (101)    －

計    4,372,252   152,479   4,524,732   (101)   4,524,630
営業利益     193,929    4,270    198,199    (77,899)   120,300

　
前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

 卸売事業
（千円）

小売事業
（千円） 計（千円） 消去又は全社

（千円） 連結（千円）

売上高      
（１）外部顧客に対する売上高 6,619,935297,6786,917,614 － 6,917,614
（２）セグメント間の内部売上高又
は振替高 － 126 126 (126) －

計 6,619,935297,8056,917,741 (126)6,917,614
営業利益 232,143 6,179 238,323(154,556)83,767

当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

 卸売事業
（千円）

小売事業
（千円） 計（千円） 消去又は全社

（千円） 連結（千円）

売上高      
（１）外部顧客に対する売上高    7,829,097   281,717  8,110,815    －     8,110,815
（２）セグメント間の内部売上高又
は振替高    －    140 140    (140)     －

計    7,829,097   281,858    8,110,955   (140)    8,110,815
営業利益(又は営業損失)     354,991    (1,502)    353,488   (161,085)    192,403

（注）１．事業区分の方法
事業は、商品の種類・性質及び市場の類似性を考慮して区分しております。

２．各区分に属する主要な商品
事業区分 主要商品

卸売事業
レンタル用ＣＤ、ビデオソフト(ＤＶＤ)、コンシューマーゲーム（家庭用ゲーム機
器、ゲームソフト等）、関連商品（ＣＤ-Ｒ、ＤＶＤ-Ｒ等録音、録画用記録メディ
ア、当社開発商品、備品等）、その他

小売事業 ＣＤ、ビデオソフト等のレンタル及び販売、並びにコンシューマーゲーム、ＤＶＤ
ビデオソフトの販売、書籍の販売
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【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間

（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため該当事項はありません。　

前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間

（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

海外売上高がないため該当事項はありません。

前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

海外売上高がないため該当事項はありません。

　

（有価証券関係）

当第２四半期連結会計期間末(平成21年９月30日)　　　　

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が

がありません。

　

（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間末(平成21年９月30日)

該当事項はありません。

　

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

  １株当たり純資産額 721円34銭   １株当たり純資産額 690円50銭

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額     7円39銭 １株当たり四半期純利益金額   22円88銭

なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 36,648     112,742

普通株主に帰属しない金額（千円） －     －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 36,648     112,742

期中平均株式数（千株） 4,958 4,926

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額     2円02銭 １株当たり四半期純利益金額  14円66銭

なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 10,054     72,164

普通株主に帰属しない金額（千円） －     －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 10,054     72,164

期中平均株式数（千株） 4,958    4,920

　

（重要な後発事象）

       　 該当事項はありません。

　

（リース取引関係）

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月４日

株式会社シーエスロジネット

取締役会　御中

三優監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士  杉田　　　純　　印

 業務執行社員  公認会計士  林　  　寛尚　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社シーエスロ

ジネットの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日か

ら平成20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について

四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社シーエスロジネット及び連結子会社の平成20年９月30日現在の

財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結

累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　

　追記情報

　　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成20年10月20日開催の取締役会において、自己株式を取得する

ことを決議している。

 

　　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が四半期連結

財務諸表に添付する形で別途保管しております。

２.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月12日

株式会社シーエスロジネット

取締役会　御中

三優監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士  杉田　　　純　　印

 業務執行社員  公認会計士  林　  　寛尚　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社シーエスロ

ジネットの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日か

ら平成21年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について

四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社シーエスロジネット及び連結子会社の平成21年９月30日現在の

財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結

累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が四半期連結

財務諸表に添付する形で別途保管しております。

２.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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